
「俺だってできることなら仕事ぐらいしたいに決まってる」 

昨年の春、私が母の実家を訪れた際に 50 歳になった叔父が母と祖父母に話しているのを聞

き、私は彼の本音を知ることになりました。 

 

以前は私には叔父の『ひきこもり生活』に触れる話題は聞かせたくないとあえて避け、私も

また彼がひきこもりであることを理解しながら何も言わずに過ごしてきました。 

しかしこの時、私はひきこもりとは「仕事もせず楽をしている人」ではなく、むしろ「仕事

ができなくて苦しんでいる人」なのではないかと言うことに気付かされました。 

仕事をしたいのに、仕事ができない。 

本弁論ではそんな思いに悩まされる多くの「高齢のひきこもり」の存在とその救済を訴えま

す！ 

 

引きこもりとは、「仕事や学校に行かず、かつ家族以外の人との交流をせずに、６ヶ月以上

続けて自宅に引きこもっている状態」のことであり、現在約 110 万人の引きこもりがいま

す。 

このうち 40 歳以上の高齢の引きこもりが過半数を占めるのです。 

 

彼らが引きこもりになった理由は退職や失業など、仕事上の悩みや挫折があげられます。 

その一方で、札幌市の調査では彼らのうち約 6 割が就職や仕事に関して焦りを感じており、

就職への意欲が高いことがわかります。 

 

また、彼らには生活の危機が迫っています。 

彼らの生活を金銭的に支えているのは、主に両親。 

高齢化した家族が亡くなった場合、経済的なツテを失ってしまいます。 

実際、高齢の引きこもりの約 7 割が経済的不安、約 5 割が両親の高齢化という不安を抱え

ているのです。 

 

ではなぜ、このような焦りを抱きながらも、引きこもりから抜け出し、働けないのでしょう

か。 

一度引きこもりになると、同年代の人と経歴に差が生まれます。 

すると、彼らは劣等感から、精神的に追い込まれます。 

これを繰り返すうちに、社会復帰が遠のき、結果、高齢の引きこもりの約半数が 7 年以上、

なかには 30 年以上引きこもってしまうことすらあるのです。 

そして、この高齢ひきこもりは、親が亡くなったのち、社会との結びつきが一切なくなり支

援も施せなくなるため、緊急性の高い課題といえます。 

 



もちろん、政府も高齢引きこもりの問題を認識し、対策を講じています。 

 

まず相談窓口を用意しており、必要に応じて別の支援につなげています。 

 

ここに来た人の多くは、次に地域若者サポートステーションという支援に接続されます。 

この支援では 

引きこもり本人と就職に関してのカウンセリングやコミュニケーションの練習などの支援

を提供します。 

 

その後、ハローワークを紹介され、求人斡旋や、専門的な技術講習などが行われます。 

 

この支援には効果があり、利用者のうち、約 8 割が 1 年以内に就職しています。 

 

しかし、高齢の引きこもりの多くは、この支援を受けていません。 

現在、行政機関に相談する人はわずか 1% 

高齢の引きこもりの約 4 割は家族などへの相談で完結しているのです。 

 

当事者に相談を受けた家族の多くは相談先がわからない状態にあり、間接的にも行政の専

門機関には繋がっていません。 

 

つまり、多くの高齢の引きこもりが仕事や家計に対して危機感を持っており、そういった人

たちに対する支援は用意されているものの、積極的な活用には至っていないのです。 

 

 

 

 

「引きこもりは自己責任だ」こんな声をよく耳にします。 

しかし今まさに支えを失う可能性を実感した高齢の引きこもりは、今後 1 人でどう生きて

いくか、選択の機会に迫られています。 

そして彼らの多くは、引きこもりである現状に甘えているわけではありません。 

「仕事をして収入を得なくては」と思う一方、「人と接するのが怖い」「家の外にはもう何年

も出ていないのに仕事なんてできるのだろうか」こうしたいくつもの障害が邪魔をして引

きこもりから抜け出せずにいます。 

 

支えを失い、生きるか死ぬかの瀬戸際に立たされる高齢の引きこもりを今すぐに救済すべ

きです。 



挫折は誰でも経験する可能性があります。 

引きこもりである彼らも一度社会で挫折を経験しました。 

そこから脱するチャンスはありますが、彼らにとっては、わずかに手が届かない場所にある

のです。 

このチャンスをつかむためにはもう一度働こうという思いに寄り添った支援が必要です。 

 

 

私の理想は、高齢の引きこもりが、自信を持って就職ができる社会です。 

親の高齢化による焦りと自らの自信喪失との間で、彼らは将来に漠然とした不安を抱えて

います。 

そんな彼らの不安を解消するためには、まずは救いの手を求める引きこもりを把握し、彼ら

の失われた自信を取り戻すところから支援を始める必要があるのです。 

こうすることで、高齢の引きこもりが不安から抜け出し、就職へ進むことができます！ 

常に誰かの支えで生きていた引きこもりは、何をするにも罪悪感に苛まれていました。 

しかし、自らの力で生きていけることで彼らは自由な選択が可能になるのです。 

 

 

 

ではなぜ高齢のひきこもりに、支援が行き届かないのでしょうか。 

その理由は、支援が彼らのニーズに合致していないからです。 

行政は、相談を受けたのち、早期の段階で就労施設に通わせる方針をとっています。 

しかし、彼らは、急激な環境の変化に対応できず、心理的負担を抱えてしまいます。 

つまり、今の支援が彼らに社会復帰への焦りや不安を与えてしまうのです。 

この結果、行政機関へ相談した人は、１%。 

それだけでなく、約半数の引きこもりが、一度支援を受けはじめたとしても途中で受けるの

をやめてしまいます。 

 

つまり、この問題の解決には、ひきこもりが相談しやすい環境で、支援を行う必要があるの

です。 

 

 

そこで私は 1 点のプランを提案します。それは継続的な訪問事業の実施です。 

具体的に説明します。 

引きこもりのいる家庭に、社会福祉士などの専門家が訪問し、相談を自宅で受けられるよう

にします。 

その際に、彼らの悩みに応じて支援や情報提供を行います。 



 

調査では、ひきこもりは世間体を気にして機関に訪れるのが困難であるため、訪問事業を求

めていることが分かっています。 

実際に、このプランを実行した自治体では、9 年間で約 8 割の高齢の引きこもりが就職して

おり、有効な支援といえるのです。 

 

しかしこのプランには懸念があります。 

それは行政がひきこもりの存在を把握できないことです。 

実際、支援機関を対象に行った調査では、ひきこもりの存在の把握を課題としています。 

  

 

そこで私は 2 点目のプランを提案します。 

それは、行政と民間による連携体制を整えることです。 

 

民間団体では、同じ悩みを持つ者同士で相談し合い、互いに精神的な支えとなることができ

ます。 

そのため、外での活動に抵抗がある当事者や家族にとっては、民間団体のほうが利用しやす

いのです。 

実際、ひきこもりの家族の約 9 割は家族会などの民間団体に在籍しています。 

 

つまり、民間の支援団体は、引きこもりの存在・状況を把握できているのです。 

そして、行政は民間から情報提供を受け、訪問事業を有効に行い、ひきこもりが社会復帰し

やすい環境を整えることができます。 

 

以上のプランにより、行政が引きこもりの存在・状況を把握し、継続的に訪問事業を実施す

ることで、彼らのニーズに合わせた支援ができるのです。 

 

 

 

「干天慈雨」、それは日照りで苦しんでいるときに降る、恵みの雨。 

社会復帰への焦りと失われた自信の間で、もがき苦しむ彼らは、まさに今、強い日差しに照

されている状態です。 

そんな彼らは、救いの雨が降ることを待ち望んでいるのです。 

彼らに救いの手が差し伸べられ、自分の力で生活ができるようになることを願って、本弁論

を終了させていただきます。 

ご清聴ありがとうございました。 


